
総
会
・
懇
親
会
は
八
月
二

十
八
日
（
土
）
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

函
館
支
部
の
清
水
さ
ん
（
〇

一
三
八
―
七
七
―
七
五
四
六
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
五
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と
も

会
場
は
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

北
見
支
部
の
五
十
田
（
い
か

だ
）
さ
ん
（
〇
一
五
七
―
三

一
―
五
三
八
八
）
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

九
月
十
二
日
（
日
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会

と
も
会
場
は
、
未
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
樋
渡
さ
ん
（
〇
一

五
五
―
四
八
―
六
九
三
八
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
十
一
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、
ビ
ス
ト
ロ
バ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
・
エ
ー
ワ
ン
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
櫛
部
さ
ん
（
釧
路

市
役
所
生
活
福
祉
課
〇
一
五

四
―
三
一
―
四
五
八
七
）
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
四
日
（
土
）
に
行
わ

れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と

も
会
場
は
、
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ

テ
ル
旭
川
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
松
倉
さ
ん
（
〇
一

六
六
―
三
二
―
一
七
二
六
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

十
一
月
六
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会

と
も
会
場
は
、
霞
ヶ
関
霞
山

会
館
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
相
馬
さ
ん
（
〇
三

―
三
三
三
八
―
〇
六
二
八
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

十
二
月
四
日
（
土
）
に
行

わ
れ
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会

と
も
会
場
は
、
未
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
部
長
の
二
ツ
川
さ
ん
（
〇

一
二
三
―
二
四
―
八
二
四
二
）

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
〜 

ホ
テ
ル 

オ
ー
ク
ラ
札
幌
に
て
開
催 

〜 
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招
き
い
た
し
ま
す
。
こ
の
お
三
方

の
先
生
方
が
本
大
学
・
短
期
大
学

部
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

こ
と
は
明
々
白
々
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
先
生
方
に
お
世
話
に
な

っ
た
同
窓
生
と
先
生
に
懐
か
し
い

思
い
出
を
語
り
合
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は
、
招
待
教
員
の
先

生
か
ら
の
お
話
し
の
ほ
か
、
学
長

か
ら
の
大
学
・
短
大
部
の
近
況
報

告
、
今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
の

挨
拶
、
各
支
部
か
ら
の
報
告
、
同

窓
会
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

現
職
の
教
職
員
も
多
数
出
席
予
定

で
す
が
、「
懐
か
し
い
あ
の
先
生
」

「
お
世
話
に
な
っ
た
あ
の
職
員
」
の

顔
が
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
当
日
参
加
す
る
予
定

の
教
職
員
は
、
九
月
下
旬
〜
十
月

上
旬
に
大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
発
表
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
下
さ
い
。

昨
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
か
ら
、

大
学
と
短
大
の
同
窓
生
が
と
も
に

集
う
大
き
な
会
と
な
り
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
参
加
さ
れ
る
皆
様
に
、
往

時
を
懐
か
し
む
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

普
段
な
か
な
か
会
え
な
い
同
窓
生

と
の
再
会
や
、
大
学
・
短
期
大
学

部
の
同
窓
生
の
交
流
の
場
と
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
是

非
、
同
封
の
葉
書
の
〝
出
席
〞
に

○
を
つ
け
て
投
函
し
て
下
さ
い
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

今
年
も
各
支
部
に
て
、
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
札
幌
で
行
わ
れ
る
懇
親
会
に
都
合
で
参
加

で
き
な
い
方
、
地
方
で
あ
れ
ば
参
加
し
や
す
い
方
は

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
札
幌
の
懇
親

会
に
出
席
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。

夏
の
暑
さ
も
和
ら
い
だ
こ
の
頃
、

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
定

期
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
時
期
が
今
年
も
参

り
ま
し
た
。

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
総
会
・
懇
親
会
で
す
が
、
昨

年
は
立
食
形
式
か
ら
、
ゆ
っ
く
り

ご
歓
談
い
た
だ
け
る
着
席
形
式
に

変
更
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
今
回
も
着
席
形
式
で
の

開
催
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

例
年
、
退
職
さ
れ
た
先
生
を
懇

親
会
に
お
招
き
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
、
大
学
の
真
田
時
蔵
先

生
、
杉
上
忠
幸
先
生
と
短
大
の
黒

川
武
先
生
を
招
待
教
員
と
し
て
お

各
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
お
知
ら
せ 

● 

函
館
支
部 

● 

北
見
支
部 

● 

帯
広
支
部 

● 

釧
路
支
部 

● 

旭
川
支
部 

● 

東
京
支
部 

● 

千
歳
支
部 

杉
上
先
生
は
、
一
九
六
七
年
、

大
学
経
済
学
部
助
教
授
と
し
て
着

任
さ
れ
、
在
職
中
は
、
日
本
経
済

論
、
経
済
原
論
、
公
共
経
済
特
論
、

演
習
、
外
国
経
済
書
購
読
な
ど
を

担
当
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
在
職

中
は
、
学
生
部
長
、
経
済
学
部
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
三
月
に
本
学
を
退
職
さ
れ
、
同

年
十
月
に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

黒
川
先
生
は
、
一
九
六
三
年
、

北
星
学
園
女
子
短
期
大
学
に
講
師

と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
在
職

中
は
、
音
楽
、
通
訳
法
、
英
文
情

報
処
理
、
教
育
実
習
な
ど
を
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
館
長
、

英
文
学
科
長
を
歴
任
さ
れ
、
一
九

九
四
年
か
ら
は
学
長
を
務
め
ら
れ
、

一
九
九
七
年
十
二
月
に
短
大
を
退

職
さ
れ
、
翌
年
四
月
に
名
誉
教
授

の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
教
員
の
ご
紹
介 

真
田
先
生
は
、
一
九
六
二
年
、

大
学
開
学
と
同
時
に
文
学
部
が
開

設
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
英
小
説
購

読
、
英
文
学
史
、
英
文
学
演
習
な

ど
を
担
当
さ
れ
、
一
九
九
二
年
の

大
学
院
文
学
研
究
科
開
設
時
は
、

イ
ギ
リ
ス
文
学
論
講
義
等
を
担
当

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
部
長
、

図
書
館
長
、
文
学
部
長
（
三
期
）

を
歴
任
さ
れ
、
大
学
院
文
学
研
究

科
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇

〇
三
年
三
月
に
本
学
を
退
職
さ
れ
、

同
年
七
月
に
名
誉
教
授
の
称
号
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

杉
上
　
忠
幸

先
生

黒
川
　
　
武
　
先
生

真
田
　
時
蔵
　
先
生
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「
北
星
学
園
大
学
名
誉
教
授
」
の

称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

原
先
生
は
、
一
九
八
九
年
四
月

一
日
に
北
星
学
園
大
学
に
教
授
と

し
て
着
任
、
二
○
一
○
年
三
月
に

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
政
策
を
主
な
研
究
分
野
と

さ
れ
、
大
学
の
授
業
科
目
で
は
、

北
海
道
経
済
論
、
中
小
企
業
論
、

比
較
経
営
論
、
地
方
自
治
論
な
ど

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
の
企
業
活
動
を
重
視
し
た
授
業

を
展
開
さ
れ
、
学
生
を
引
率
し
て
、

企
業
へ
直
接
訪
問
す
る
な
ど
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
地
方
自
治
論
で
は
、

現
役
の
首
長
を
大
学
に
招
き
、
現

場
の
生
の
声
を
学
生
に
届
け
る
よ

う
な
講
義
展
開
を
さ
れ
、
二
一
年

間
に
渡
り
、
熱
心
に
教
育
と
研
究

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

原
　
勲
　
先
生 

六
月
の
上
旬
に
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
三
日
間
の
体
育
祭
が
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

同
窓
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ

て
提
供
い
た
だ
い
た
副
賞
を
獲

得
す
る
た
め
、
各
チ
ー
ム
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
十
月
九
日
（
土
）、
十

日
（
日
）
の
二
日
間
の
日
程

（
予
定
）
で
、『
第
四
十
九
回
星

学
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、Starlights

「
星
の
よ
う
に
、
学
生
一
人
一

人
が
ひ
か
り
輝
い
て
欲
し
い
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
も
例
年
同
様
、
研
究
発

表
や
模
擬
店
等
の
出
展
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

七
月
九
日
に
第
一
回
目
の
星

学
祭
説
明
会

を
実
施
、
実

行
委
員
会
か

ら
行
事
全
体

の
コ
ン
セ
プ

ト
の
説
明
、

出
展
に
際
し

て
の
注
意
事

項
の
周
知
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
二

回
目
、
三
回
目
と
運
営
を
担
う

実
行
委
員
会
と
出
展
団
体
の
打

合
せ
が
行
な
わ
れ
準
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
、
自
身

の
学
生
時
代
を
思
い
返
し
て
、

是
非
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
後
輩
達
の

行
事
を
賑
や
か
な
も
の
に
し
て

く
だ
さ
い
。（
学
生
支
援
課
　
岐
土
）
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去
る
六
月
九
日
、
大
学
チ
ャ
ペ

ル
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
の
称
号

授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
、
本
学
に
勤
務
さ
れ
、
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
経
済
学
部

原
　
勲
先
生
に
、
金
井
学
長
か
ら

元
経
済
学
部
教
授

原
　
勲
先
生
に

北
星
学
園
大
学
名
誉
教
授
の
称
号

名誉教授称号授与式（前列中央　原　勲 先生）

大学チャペルにて

星
学
祭
の 

お
知
ら
せ 

大学から大学から



 

 
今秋は講演会とコンサートを開催いたします。皆さまからのアンケート等を参考に、これからも魅力ある企画を
実施していきたいと思います。今後とも一層のご支援、ご協力をお願いいたします。
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！ 

同
窓
会
よ
り 

　
体
育
祭
へ
副
賞
提
供 

同
窓
会
か
ら
在
学
生
へ
の
還
元

事
業
と
し
て
図
書
館
へ
の
図
書
寄

贈
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
の
寄
贈
図
書
の
選
考
結
果
が

で
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
寄
贈
図
書
は
、
在
学
生

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
募
っ
た

リ
ク
エ
ス
ト
を
考
慮
し
た
上
で
、

在
学
生
が
読
み
た
い
、
親
し
み
や

す
い
図
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。

寄
贈
図
書
は
、
次
の
通
り
で
す
。

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

仕
事
の
流
儀
　
1
│
13
巻

・
四
畳
半
神
話
大
系

・
で
き
る
人
の
勉
強
法

・
東
大
生
が
選
ん
だ
勉
強
法

・
ス
パ
イ
ク
を
買
い
に

・
シ
ア
タ
ー
！

・
天
と
地
の
守
り
人
　
第
1
│
3
部

・
4
時
間
半
熟
睡
法

・
相
棒
s
e
a
s
o
ｎ
1
〜
6（
各
上
下
巻
）

・
放
送
大
学
教
材

・
放
送
大
学
大
学
院
教
材

・
ふ
く
ろ
う
の
本

・
と
ん
ぼ
の
本

・
俺
た
ち
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー

・
ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
よ
う
こ
そ

・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ー
リ
ー

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
　

仕
事
の
流
儀
　
第
3
期

・
沈
ま
ぬ
太
陽

・
風
が
強
く
吹
い
て
い
る

・
舞
台
風
が
強
く
吹
い
て
い
る

・
相
棒
s
e
a
s
o
ｎ

1
〜
6

・
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

嵐
を
呼
ぶ
ア
ッ
パ
レ
!
戦
国
大
合
戦

・
劇
場
版
名
探
偵
コ
ナ
ン
　

天
空
の
ロ
ス
ト
シ
ッ
プ

・
ア
グ
リ
ー
ベ
テ
ィ
ー

シ
ー
ズ
ン
3
（
P
a
r
t
1
＆
2)

・
24：
T
w
e
n
t
y

F
o
u
r

シ
ー
ズ
ン
7

・
T
h
e
O
C
サ
ー
ド

(

セ
ッ
ト
1
＆
2)

・
X
フ
ァ
イ
ル
　
シ
ー
ズ
ン
4
＆
5

・
つ
み
き
の
い
え

・
火
天
の
城

・
コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル

・
サ
ガ
ン

・
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
謎
の
プ
リ
ン
ス

・
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
2

・
ハ
ム
ナ
プ
ト
ラ
3

呪
わ
れ
た
皇
帝
の
秘
宝

・
ウ
ォ
ン
テ
ッ
ド

・
セ
ン
タ
ー
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
ー
ス

・
淀
川
長
治
解
説
全
集
Ⅰ
〜
Ⅲ

こ
の
度
、
本
会
の
新
規
活
動

と
し
て
、
大
学
・
短
大
部
体
育

祭
の
入
賞
団
体
・
チ
ー
ム
に
対

し
て
、
賞
品
を
提
供
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
従
来
か
ら
十
月
に

行
わ
れ
る
星
学
祭
を
援
助
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
た
に

六
月
に
行
わ
れ
る
体
育
祭
へ
の

援
助
に
つ
い
て
、
幹
事
会
で
協

議
の
う
え
、
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。
体
育
祭
は
今
年
、
四
十

八
回
目
を
数
え
、
過
去
最
多
の

申
し
込
み
数
が
あ
っ
た
そ
う
で
、

大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
行
事

の
ひ
と
つ
で
す
。

種
目
は
フ
ッ
ト
サ
ル
、
卓
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
五

種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
賞

品
に
つ
い
て
は
、
表
彰
式
の
際

に
、「
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
」

名
で
、
各
種
目
の
一
位
〜
三
位

に
入
賞
し
た
団
体
、
チ
ー
ム
へ

提
供
さ
れ
ま
し
た
。（

事
務
局
）
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学
園
大
学
図
書

館
は
、
同
窓
生
も
利
用
で

き
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
、
身
分
証
明
書
と
写
真

（
三
㎝
×
三
㎝
）
を
お
持

ち
に
な
り
、
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
直
接
お
い
で
く

だ
さ
い
。
当
日
よ
り
図
書

の
貸
し
出
し
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
い

利
用
方
法
や
開
館
日
程

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

library.hokusei.ac.jp

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

九
月
に
入
り
、
北
海
道

の
短
い
夏
も
過
ぎ
去
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓

生
の
み
な
さ
ん
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

前
号
か
ら
カ
ラ
ー
化
し
た

「
大
谷
地
だ
よ
り
」
は
、

好
評
の
声
を
い
た
だ
き
、

正
直
、
ほ
っ
と
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
、
大
学
、
短
大
の

同
窓
生
が
本
会
に
一
緒
に

な
り
、
と
て
も
大
き
な
会

に
な
り
ま
し
た
が
、
紙
面

を
通
し
て
、
本
会
が
活
性

化
し
、
同
窓
生
同
士
の
交

流
が
活
発
に
な
り
、
ま

た
、
み
な
さ
ん
が
、
現
在

の
大
学
・
短
大
が
あ
る
大

谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て

い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と

な
る
な
ど
、
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
事
務
局
で
は
、

同
窓
生
の
動
向
に
つ
い

て
、
情
報
収
集
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
住
所
変

更
、
ご
慶
弔
等
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
編
集
委
員
一
同
）

同
窓
会
奨
励
生
決
定
！

今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
が
決

定
し
ま
し
た
。「
卒
業
後
も
同
窓

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意

志
の
あ
る
大
学
・
短
大
部
二
年
次

以
上
の
学
生
、
大
学
院
生
で
、
学

内
外
を
問
わ
ず
に
様
々
な
分
野
で

努
力
し
、
活
躍
し
て
い
る
学
生
」

と
い
う
応
募
条
件
で
、
在
学
生
自

身
に
よ
る
自
己
推
薦
に
よ
っ
て
募

集
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
応
募
者

の
な
か
か
ら
、
幹
事
会
で
協
議
の

結
果
、
次
の
三
名
が
決
ま
り
ま
し

た
。
な
お
、
奨
学
生
に
は
、
十
月

の
同
窓
会
懇
親
会
に
出
席
し
て
も

ら
い
、
会
員
お
よ
び
教
職
員
に
紹

介
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
奨
励
生
へ
の
奨
励
金
授

与
式
と
合
わ
せ
、
過
去
の
奨
励
生

と
と
も
に
同
窓
生
の
集
い
を
七
月

二
十
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
金

井
新
二
学
長
は
じ
め
、
過
去
の
奨

励
生
も
参
加
し
、
和
や
か
に
懇
談
。

松
倉
千
春
会
長
か
ら
奨
励
金
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

《
奨
励
生
》

中
村
　
友
香
（
大
学
　
経
済
学

部
経
済
学
科
三
年
）

村
山
　
　
優
（
大
学
　
文
学
部

心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
四
年
）

林
　
　
孝
之
（
大
学
院
　
社
会

福
祉
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
二
年
）

会長、学長を囲んで全員集合

こ
の
度
は
同
窓
会
奨
励
生
に
内
定

の
ご
通
知
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
北
星
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
い

う
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
団
体
に
所
属
し

て
、
今
年
で
三
年
目
と
な
り
、
現
在

は
学
生
副
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
商

品
販
売
な
ど
を
行
い
、
団
体
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

普
及
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
先
日
も

大
通
公
園
で
行
わ
れ
た
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
、
通
り
か
か
っ
た
方

が
商
品
を
見
て
く
だ
さ
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
る
な

ど
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い

層
に
楽
し
ん
で
、
そ
し
て
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
私
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
方
と
の
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品

の
開
発
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
商

品
の
デ
ザ
イ
ン
や
費
用
な
ど
に
つ
い

て
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
今
年
中
に

は
数
種
類
の
商
品
が
完
成
す
る
予
定

で
す
。
こ
こ
で
出
来
上
が
っ
た
商
品

を
通
し
て
、
学
生
や
市
民
の
方
々
が

何
気
な
く
で
き
る
国
際
協
力
を
広
め

て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
九
月
に
は
全
国
の
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
に
関
心
の
あ
る
学
生
を
集
め

た
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
学
生
サ
ミ
ッ

ト
」
が
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
で
は
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
や
他
の
様
々

な
国
際
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

生
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
今
春
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
に
行
っ
て
感
じ
た
こ
と
を
他

の
学
生
と
共
有
し
、
現
在
進
め
て
い

る
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
、
意
見
や

情
報
交
換
を
で
き
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。
私
は
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の
視
野
を

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の

活
動
を
通
し
て

中
村
　
友
香

図
　
書

D
V
D

広
げ
、北
星
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
活
動

を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
に
し
た
い

で
す
。

こ
の
度
は
、
北
星
学
園
大
学
同
窓

会
奨
励
生
に
採
用
し
て
下
さ
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く

の
学
生
が
在
籍
す
る
中
で
内
定
を
頂

く
こ
と
が
出
来
、
本
当
に
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

四
年
目
の
中
盤
で
自
分
の
学
生
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
忙
し
く

も
充
実
し
、
と
て
も
濃
い
も
の
だ
っ

た
な
、
と
感
じ
ま
す
。
入
学
し
て
か

ら
三
年
半
、
転
学
科
や
短
期
留
学
、

農
作
業
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な
ど
の

実
習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
吹
奏
楽
部

長
、
資
格
取
得
な
ど
、
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
本
学
に
挑
戦
出
来
る
フ
ィ
ー

ル
ド
が
用
意
さ
れ
て
い
た
た
め
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
出
会

っ
た
人
、
経
験
し
た
こ
と
か
ら
は
多

く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
未

熟
な
自
分
が
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
、
奨
励
生
に
採
用
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
機
に
、
英
語
の
勉
強

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
理
由
は
二
つ
、
留
学
先
で
お
世

話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ

自
分
の
言
葉
で
改
め
て
お
礼
を
言
い

た
い
こ
と
と
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
で

関
わ
り
の
あ
る
国
の
現
場
を
知
り
、

そ
こ
に
い
る
人
々
か
ら
生
の
声
を
聞

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
の
学
生
生
活
は
残
り
半
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
学
生
の
う
ち

に
し
か
出
来
な
い
こ
と
を
中
心
に
様
々

な
こ
と
に
取
り
組
み
、
自
分
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
生
活
を

振
り
返
っ
て

村
山
　
　
優

こ
の
度
は
奨
励
生
に
内
定
を
し
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
自
分
の
居
住
す
る
札
幌
市

内
Ａ
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
Ａ
地
区
は
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
あ
ふ
れ
る
、

明
る
く
元
気
な
ま
ち
で
し
た
。
と
こ

ろ
が
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

路
地
で
は
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
か

け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
か
わ
り

に
高
齢
者
の
孤
立
が
際
立
っ
て
き
ま

し
た
。「
暗
い
ま
ち
だ
よ
ね
」
と
周
囲

か
ら
言
わ
れ
る
た
び
、
胸
が
締
め
付

け
ら
れ
る
思
い
で
す
。

私
は
、
ま
ち
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

か
つ
て
の
活
気
の
あ
る
Ａ
地
区
へ
の

再
生
を
め
ざ
し
、
北
星
学
園
大
学
の

学
生
さ
ん
・
先
生
方
も
巻
き
込
み
、

子
ど
も
も
親
も
高
齢
者
も
つ
な
が
り

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
同
時
に
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
よ
い
か
を
大
学
で
研
究

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
具
体
的
に

ど
う
進
め
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
、
そ

の
方
法
が
な
か
な
か
定
ま
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
は
、
三
世
代
交
流
の
先

進
地
域
か
ら
そ
の
取
り
組
み
の
方
法

を
学
び
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
役
立
て

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
文
献
や
資
料

に
目
を
通
し
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
関

係
者
に
質
問
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
先
進
地
域
を
訪
問
し
、
行
政
や

地
元
関
係
者
や
参
加
者
か
ら
直
接
お

話
を
伺
い
ま
す
。
奨
励
金
は
、
そ
の

滞
在
費
、
交
通
費
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

学
び
の
成
果
は
本
会
で
報
告
す
る

ほ
か
、
地
域
や
学
会
等
で
報
告
す
る

際
は
本
会
よ
り
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
旨
を
伝
え
ま
す
。
Ａ
地
区
の
地

域
福
祉
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
に
お
け
る
大
学
の
役
割
取
得
や
学

生
の
活
動
の
場
の
創
出
に
も
役
立
ち

ま
す
の
で
、
大
学
を
応
援
す
る
同
窓

会
の
趣
旨
に
も
少
な
か
ら
ず
沿
う
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

奨
励
生
内
定
の
お
礼

林
　
　
孝
之

奨
励
生
か
ら
ひ
と
言

二
〇
〇
九
年
度
同
窓
会

寄
贈
図
書
に
つ
い
て

一
月
十
五
日
〜
七
月
十
四
日
報
告
分 

【
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
二
十
二
年
度

札
幌
学
生
野
球
二
部

春
季
リ
ー
グ
戦

六
　
位
（
二
勝
八
敗
）

〈
入
替
戦
〉

二
部
残
留

〈
表
彰
選
手
〉

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

外
野
手
　
　
渡
辺
　
築
駒

◆
第
五
十
七
回
（
平
成
二
十
二

年
度
）
北
海
道
地
区

大
学
体
育
大
会
　
優
　
勝

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
三
六
回
　
北
海
道
大
学

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

秋
季
大
会

〈
男
子
三
部
リ
ー
グ
　
優
勝
〉

〈
女
子
二
部
リ
ー
グ
　
五
位
〉

◆
第
四
十
三
回
　
大
滝
杯

北
海
道
大
学
　
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
春
季
大
会

〈
男
子
二
部
　
準
優
勝

三
勝
一
敗
〉

〈
女
子
三
部
　
四
位
〉

◆
第
五
十
七
回
（
平
成
二
十
二

年
度
）
北
海
道
地
区

大
学
体
育
大
会

〈
男
　
子
〉
　
優
　
勝

〈
女
　
子
〉
　
第
三
位

【
弓
道
部
】

◆
第
五
十
五
回
　
全
道
学
生

弓
道
男
子
争
覇
戦

〈
Ⅰ
部
リ
ー
グ
　
六
位
〉

Ⅱ
部
降
格

◆
第
五
十
七
回
（
平
成
二
十
二

年
度
）
北
海
道
地
区

大
学
体
育
大
会

〈
男
　
子
〉
　
準
優
勝

〈
女
　
子
〉
　
第
三
位

【
ス
キ
ー
部
】

◆
第
十
六
回
　
東
北
学
生

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

〈
女
子
決
戦
〉

第
一
位

馬
場
　
麻
衣

第
二
位

佐
々
木
正
恵

◆
第
二
十
八
回
　
北
海
道
学
生

ス
キ
ー
技
術
選
手
権
大
会

〈
女
子
団
体
戦
〉
　
第
一
位

【
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
】

◆
平
成
二
十
一
年
度

第
五
回
北
海
道
カ
レ
ッ
ジ
・

フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ

2
n
d
S
t
a
g
e

優
勝
（
七
勝
一
敗
）

◆
第
六
回
　
全
日
本
大
学
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
北
海
道
予
選

〈
予
選
リ
ー
グ
　
一
位
通
過
〉

〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

準
優
勝

【
ビ
リ
ヤ
ー
ド
部
】

◆
第
十
回
　
全
日
本
学
校
対
抗

ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

北
海
道
代
表
選
考
会

優
　
勝
（
六
勝
二
敗
）

宮
野
優
巳
、
吉
田
拓
也
　
組

◆
第
十
回

全
日
本
学
校
対
抗

ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

第
三
位

【
テ
コ
ン
ド
ー
部
】

◆
第
八
回

ジ
ャ
パ
ン

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
オ
ー
プ
ン
国
際

テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会

〈
一
般
男
子
初
級
フ
ェ
ザ
ー
〉

三
　
位
　
　
畑
瀬
　
匡
甫

【
剣
道
部
】

◆
平
成
二
十
二
年
度
　

第
五
十
六
回

北
海
道
剣
道
段
別
選
手
権

〈
男
子
三
段
の
部
〉

準
優
勝
　
　
清
川
　
貴
志

◆
第
五
十
六
回
　
北
海
道
学
生

剣
道
選
手
権
大
会

〈
男
　
子
〉

ベ
ス
ト
8

清
川
　
貴
志

（
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権

大
会
進
出
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
平
成
二
十
二
年
度

北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

春
季
リ
ー
グ

〈
女
　
子
〉

（
一
部
リ
ー
グ
優
勝
）

〈
男
　
子
〉

（
一
部
リ
ー
グ
五
位
）

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

◆
平
成
二
十
二
年
度

第
三
十
四
回
　
総
理
大
臣
杯

全
日
本
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
北
海
道
大
会

〈
二
回
戦
〉

【
ラ
グ
ビ
ー
部
】

◆
平
成
二
十
二
年
度

第
四
十
回
　

北
海
道
選
手
権
大
会

〈
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
〉

準
優
勝


